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■別府小学校の沿革（概要） 

 

  

本校は、別府の地に明治６年開校以来、今年で１５３年目を迎えま
す。希少植物が繁る別府沼などの恵まれた自然や広く整備された校
庭、整備の整った校舎等、たいへん恵まれた環境にあります。 
 保護者・地域の皆様と共に『元気いっぱい、笑顔いっぱい、あいさ
ついっぱいの美しい学校づくり』を、一層進めてまいりますので、御
支援、御協力をお願いいたします。 

明治 ６年１０月 ６日 西別府小学校と称し創立 
 ～３４年 ３月３１日 初代校長 原口竹次郎 着任 
  ３４年 ４月 １日 ２代校長 飯塚亀之助 着任 
  ３６年 ７月 １日 ３代校長 木暮 治作 着任 
  ３７年 ７月 １日 ４代校長 茂木福太郎 着任 
  ４１年 ４月    小学校令改正 別府尋常小学校と改称 
  ４０年 ９月 １日 ５代校長 田野代太郎 着任 
  ４３年 ６月 １日 ６代校長 真下庄三郎 着任 
  ４４年 ４月 １日 ７代校長 馬場 民八 着任 
大正１０年 ４月    高等科を併置、別府尋常高等小学校と改称 
  １１年１０月 １日 ８代校長 木村 修一 着任 
  １５年 ４月 １日 ９代校長 田尻 正一 着任 
昭和 ４年 ４月 １日 １０代校長 小林雄一郎 着任 
  １１年 ９月 １日 １１代校長 長谷川時二 着任 
  １４年 ４月 １日 １２代校長 浅見兵左衛門着任 
  １５年 ４月 １日 別府国民学校と改称 
  １７年 ４月 １日 １３代校長 清水 重平 着任 
  ２２年 ４月    学制改革により別府小学校と改称 
  ２２年 ４月 １日 １４代校長 塚田 恒作 着任 
  ２７年 ４月 １日 １５代校長 清水 徳重 着任 
  ２９年 ５月    １６代校長 柴崎 正作 着任 
  ２９年１１月１３日 熊谷市へ合併、熊谷市立となる 
  ３６年 ４月 １日 １７代校長 福田 善正 着任 
  ３７年 ４月 １日 １８代校長 飯田 国治 着任 
  ４０年 ４月 １日 １９代校長 中村 隆近 着任 
  ４４年 ４月 １日 ２０代校長 村岡 慶三 着任 
  ４７年 ４月 １日 ２１代校長 坂下 優  着任 
  ４９年 ３月２８日 開校１００周年記念式典 
  ４９年 ４月 １日 ２２代校長 木村 稔  着任 
  ５２年 ４月 １日 ２３代校長 三沢 米子 着任 
  ５４年 ４月 １日 ２４代校長 吉岡 孝  着任 
  ５７年 ４月 １日 ２５代校長 森田 賢次 着任 
  ５９年 ４月 １日 ２６代校長 飯田 司朗 着任 
  ６１年 ４月 １日 ２７代校長 大島 清肆 着任 
  ６１年１２月１５日 新学校校舎・体育館・校庭竣工 
  ６２年 ７月１５日 新学校プール竣工 
平成 元年 ４月 １日 ２８代校長 高橋 忠清 着任 
   ３年 ４月 １日 ２９代校長 風間 勲  着任 
   ６年 ４月 １日 ３０代校長 髙柳 進  着任 
   ７年 ２月２８日 生活科・観察池竣工 
   ８年 ４月 １日 ３１代校長 高松 明子 着任 
   ９年 ２月２６日 新校舎等移転・竣工１０周年記念式典 
  １１年 ４月 １日 ３２代校長 前原 信芳 着任 
  １３年１０月１７日 熊谷市教育委員会委嘱 学校同和教育研究発表 
  １４年 ４月 １日 ３３代校長 角田 光男 着任 
  １５年１１月 ５日 埼玉県教育委員会・熊谷市教育委員会委嘱 
            体力向上研究発表 
  １６年 ４月 １日 熊谷警察署指定交通安全教育推進モデル小学校 
  １８年 ４月 １日 ３４代校長 丸山 公久 着任 
  ２０年 ４月 １日 ３５代校長 松葉 定市 着任 
  ２３年１１月 ８日 埼玉県教育委員会・熊谷市教育委員会委嘱 
            道徳教育研究発表 
  ２４年 ４月 １日 ３６代校長 堀 喜久男 着任 
  ２５年１０月 ８日 開校１４０周年記念集会 
  ２７年 ４月 １日 ３７代校長 堀越 尊夫 着任 
  ２９年１１月 ４日 熊谷市教育委員会委嘱 外国語活動研究発表 
  ３１年 ４月 １日 ３８代校長 長田 昌  着任 
令和 ５年 １月２０日 熊谷市教育委員会 学習指導研究発表 
   ５年 ４月 １日 ３９代校長 安藤 咲恵 着任 
   ５年１１月１７日 開校１５０周年記念集会 
   ７年 ４月 １日 ４０代校長 深澤 信也 着任 

【学校教育目標】 高い目標と自立、共生の心を持った児童の育成 

【 校 訓 】 明るく 正しく 強く 
 

 目 指 す 児 童 像 

 進んで学習する子 他人を思いやる子 体力・活力のある子 家庭・地域との連携 

重 
点 
目 
標 

別府小授業スタンダードを通した、 

確かな学力の向上 

（自信をもって自己表現できる。90％） 

心豊かな生き方のできる児童の育成 

（進んであいさつができる。100％） 

◎大人、上級生が手本となって 

体力向上の推進 

（新体力テストの達成率、 

県平均を上回る項目の 90％達成） 

① 「熊谷の子どもたちは、

これができます！『『４つ

の実践』と『３減運動』」

の推進 

・保護者、地域、職員による

正門前のあいさつ運動 

② 地域とともに歩む学校

づくり 

・学校運営協議会の開催 

（年３回） 

・放課後子供教室『（ふれあい

スクール） 

（年２０回程度） 

・地域との交流 

（放課後子供教室、別府沼 

公園ありがとうの会） 

③ ＰＴＡとの連携 

・家庭教育学級、薬物乱用 

防止教室等への参加 

 

本

年

度

の

努

力

点 

① 学びの環境整備 

・授業規律の徹底 

・学習内容の明確化 

・振り返りを重視した授業 

・言語感覚の素地を磨く活動の継続 

（視写、暗唱、コラム学習、音読、スピーチ、要約） 

・学びやすい教室環境づくり 

（特別支援教育・UDの視点） 

② わかる授業の実践 

・主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善 

・自ら考え、言葉豊かに学び合う場 

・ICTの活用（ﾃﾞｼﾞﾀﾙ教科書、ﾀﾌﾞﾚｯﾄ端末） 

※効果的・効率的な活用方法 

・英語「ラウンドシステム」の考え方を全学年・全教科で実践 

※徹底してかまう 

・教科等横断的な視点からの授業推進 

③ 学習意欲の向上と学習習慣の確立 

・家庭学習の習慣化（学年×10 分＋α） 

・学習の見届け 

・読書のすすめ 

④ 学力の伸びの実感 

・テストの取組を通して、活用力や 

応用発展問題への対応力を高める 

（県学調、前年より伸びた児童 100％） 

 

① 心を耕し、互いを高め合う集団づくり 

・「熊谷の子どもたちは、これができま

す！『４つの実践』と『３減運動』」

の推進 

・道徳の見える化の推進（進んであいさつ

100％、道徳授業を保護者に公開） 

・人間関係づくりの推進 

・心を磨く無言清掃の工夫改善 

・所属感を向上させる学級づくり及び学校行事 

② 別府小いじめ撲滅宣言の徹底、 

スマホ使い方宣言の活用 

・良さを認め合える学級・学年づくり 

・毎週行う児童支援会議 

・学校生活アンケートの実施 

（児童は毎月、保護者は年４回） 

・人権意識を高め、思いやりの心を 

育成する人権教育の実践 

・スマホ・タブレット端末の正しい 

使い方の啓発（情報モラル教育） 

③ 地域人材を生かした体験活動の実施 

・地域と連携した歴史学習（幡羅官衙遺跡） 

・別府沼を生かした自然体験学習 

① 体育的活動の充実 

『体を動かす楽しさを味わわせる』 

・運動量を確保した体育授業の実践 

・切磋琢磨できる体育的行事の実施 

（運動会、陸上フェス、長縄、短縄など） 

・新体力テストの取組を通しての体力向上 

② 健康教育、安全教育の推進 

・むし歯の治療率の向上 

（むし歯処置歯率 90％） 

・防災訓練・各防止教室を通して自ら

の命を守る行動の育成 

・交通事故絶無を目指し、交通安全指

導の徹底（通学班の継続的指導） 

③ 通学班への継続した指導 

・交通事故防止５つの行動「○もしかし

て○止 『まる○見 『る○待 『つ○確 『かめる（も

とみまた）」 

 

学校経営方針 
 学校教育目標の具現化のため、全職員が「チーム別府小」
の一員として、教育課題の解決に向けて、主体的・協働的・
計画的・継続的に取り組む。 

教職員の合言葉『３ST 

「Smile」笑顔で挨拶 

「Speed」素早く実行 

「Spirit」やる気を見せる 

「Together」『 一緒に 

学校研究課題 

自ら考え、言葉豊かに学び合う児童の育成 
～主体的・対話的で深い学びの学習を通して～ 


